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　「地域おこし協力隊」が、大佐・神郷・哲多・哲郷・哲多・哲

西地域へそれぞれ着任しました。西地域へそれぞれ着任しました。

意欲ある隊員は、新たな視点・発想で、地域の　意欲ある隊員は、新たな視点・発想で、地域の

人々と共に、地域活性化に取り組みます。人々と共に、地域活性化に取り組みます。

�平成２６年度施政方針・予算   p�～�

� 地域づくり推進事業補助金 　　　    p�～�
�みんなの広場【ひとこと・風の便り…】 p��～��
�まちの話題【新見福祉フォーラム…】 p��～��
�はつらつ健康ひろば
　【不妊症・不育症をご存じですか？】 p��～��
�おしらせ p��～��
�ハッピーバースデー    p��　　



　

�
月　

日
�
に
開
会
し
た

��

平
成　

年
�
月
新
見
市
議
会

��

定
例
会
の
冒
頭
で
、
石
垣
市

長
は
「
自
治
体
が
自
ら
の
権

限
と
責
任
で
行
政
を
行
う
た

め
に
、
国
や
県
に
対
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
権
限
・
財
源

の
移
譲
を
求
め
る
な
ど
、
地

方
分
権
改
革
を
推
進
し
て
い

く
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
重
点
施
策
に
据
え
、

国
の
経
済
対
策
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
積
極
的
な
施
策

を
展
開
し
て
い
く
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計

��

当
初
予
算
は
、
前
年
度
当
初

予
算
比
�
％
増
の
�
�
�
億

�
�
�
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。
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�
�
�
�

�「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

　

老
朽
化
が
著
し
い
現
在
の
施
設
を
解
体

し
、
新
た
に
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

 （
し
尿
処
理
施
設
） の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
 （
平
成　

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
）

��

�「
防
犯
灯
設
置
補
助
事
業
」 

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
設
置
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

�「
道
路
新
設
・
改
良
事
業
」

　

市
道
西
方
下
神
代
線
を
は
じ
め
と
す
る

市
道
や
管
理
県
道
の
新
設
・
改
良
工
事

を
行
い
ま
す
。

�「
地
域
医
療
学
講
座
支
援
事
業
」

　

地
域
医
療
の
人
材
を
育
成
す
る
拠
点
と

し
て
、
新
た
に
岡
山
大
学
医
療
人
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
新
見

公
立
大
学
内
に
設
置
し
ま
す
。 

�「
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
」

　

哲
西
認
定
こ
ど
も
園
を
き
ら
め
き
広
場

哲
西
内
に
移
転
整
備
し
ま
す
。 

�「
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
給
付
事
業
」

　

風
し
ん
の
抗
体
価
が
不
十
分
な
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
お
よ
び
そ
の
夫
な
ど
に

対
し
、
予
防
接
種
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

�「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
」 

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
全
中
学
生
に
配
付

し
、
電
子
黒
板
な
ど
と
合
わ
せ
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

平成��年度

 �「
学
校
跡
地
等
利
活
用
促
進
事
業
」

　

旧
大
井
野
小
・
中
学
校
を
解
体
・
撤
去

　

し
、新
た
に
公
民
館
分
館
を
整
備
し
ま
す
。

�「
市
制　

周
年
記
念
式
典
開
催
事
業
」

１０

　

合
併　

周
年
を
記
念
し
た
式
典
お
よ
び

��

功
労
者
表
彰
、記
念
講
演
を
実
施
し
ま
す
。

 

 

�「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
」

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
へ
の
補
助

に
加
え
、
新
た
に
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

実
施
隊
を
設
置
し
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
を
防
止
し
ま
す
。

�「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
市
内
共
通
商
品
券
発

行
助
成
事
業
」 

　

新
見
商
工
会
議
所
・
阿
哲
商
工
会
が
実

施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
市
内
共
通
商

品
券
発
行
事
業
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

�「
中
小
企
業
支
援
事
業
」 

　

中
小
企
業
者
が
行
う
展
示
会
へ
の
出
展
、

専
門
家
派
遣
に
要
す
る
経
費
、
店
舗
等

の
改
修
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な

ど
の
事
業
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

認定こども園の様子
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販売風景

完成イメージ

授業風景
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　国の経済対策などによる十分な景気回復が地方まで波及
していない状況で、給与所得および納税義務者数の伸びが
見込めないため、個人市民税は微減としています。また、
固定資産税は住宅新築などにより増収見込みであるものの、
たばこ税などの減収も見込まれるため、市税全体では、前
年度に比べ0.5％減としています。また、地方交付税につ
いては、交付基準の見直しが行われることなどを考慮し、
3.2％増としています。市債については、大型建設事業の
終了などにより、14.9％減としています。�

　歳出予算では、積極的な経済対策を行うため、プレミア
ム付き市内共通商品券発行事業への助成や中小企業支援事
業の実施などにより、商工費は前年度比で72.7％増として
います。また、市道西方下神代線をはじめとする道路など
の新設や改良、維持修繕を行うため、土木費は40.4％増で
あり、教育費は、市内全中学生にタブレット端末を配付し
て授業を行うICT教育推進事業などに取り組むため、12.5
％増としています。一方で、これまでの市債の発行抑制や
繰上償還の効果により、公債費は3.5％減としています。�

41億5,111万円�
（18.9％）�

178億5,765万円�
（81.1％）�

自主財源�

市税 �
32億9,500万円�
（15.0％）�

地方交付税 �
127億300万円（57.7％）�

交通安全対策特別交付金 900万円（0.0％）�

分担金および負担金 �
1億5,892万円（0.7％）�
使用料および手数料 �
2億2,047万円（1.0％）�
財産収入 1億59万円（0.5％）�
寄附金 439万円（0.0％）�
繰入金 1億270万円（0.5％）�
繰越金 1億円（0.5％）�
諸収入 1 億6,904 万円（0.8％）�

依存財源�

地方譲与税 2億6,000万円（1.2％）�
�

議会費 1億8,519万円（0.8％）�

予備費 7,000万円（0.3％）�
�
諸支出金 �
5億4,725万円（2.5％）�
�

総務費 28億1,081万円（12.8％）�
�

衛生費 20億4,672万円（9.3％）�
�

労働費 �
4,464万円（0.2％）�
�

農林水産業費 �
7億1,460万円（3.3％）�
�

商工費 2億 9,344万円（1.3％）�
�

消防費 �
7億3,862万円（3.4％）�
�

公債費 �
48億4,242万円�
（22.0％）�
�

教育費 18億1,299万円（8.2％）�
�

民生費 �
51億2,273万円�
（23.3％）�
�

利子割交付金  810万円（0.0％）�
配当割交付金 1,380万円（0.1％）�
株式等譲渡所得割交付金�
120万円（0.0％）�
地方消費税交付金�
3億5,510万円（1.6％）�
自動車取得税交付金�
3,460万円（0.2 ％）�
地方特例交付金�
920万円（0.0 ％）�

市債 �
17億6,980万円（8.0％）�

県支出金 8億7,768万円（4.0％）�

国庫支出金 18億1,617万円（8.2％）�

歳入�

歳出�

土木費 27億7,935万円（12.6％）�
�

��
平
成�

年
度

��

　平成��年度の一般会計当初予算は、最優

先課題である「経済・雇用対策」をはじめ、

「教育環境の整備」や「子育て支援」、「医

療・福祉の充実」、「生活環境の整備」、「産

業・観光の振興」などの施策に重点を置き、

編成しています。

当初予算総額

����������������

��年度予算額会計名

�億�����万円診療所特別会計

��億�����万円国民健康保険特別会計

��億�����万円介護保険特別会計

�億�����万円後期高齢者医療特別会計

��億���万円簡易水道事業特別会計

��億�����万円下水道事業特別会計

�����万円観光事業特別会計

�����万円豊永財産区特別会計

��万円萬歳財産区特別会計

�億�����万円農業共済事業特別会計

�億�����万円水道事業会計

���億�����万円特別会計合計

特別会計の予算額

一般会計の予算額

����������������	
���������������������	�
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昭
和　

年
�
月
、
阿
新
広
域
事
務
組
合
立
と

��

し
て
誕
生
し
た
新
見
女
子
短
期
大
学
は
、
平
成

　

年
の
市
町
合
併
に
よ
り
新
見
市
立
に
、
ま
た

��平
成　

年
に
は
法
人
化
し
て
新
見
公
立
短
期

��

大
学
と
な
り
、
さ
ら
に
平
成　

年
に
は
�
年
制

��

大
学
を
開
学
す
る
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ

わ
せ
て
進
化
を
続
け
、
現
在
の
新
見
公
立
大
学

･
新
見
公
立
短
期
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
本
年
�
月
に
は
、
高
度
専
門
職
業

人
あ
る
い
は
研
究
者
や
教
育
者
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
高
度
な
教
育
と
研
究
に
取
り

組
み
地
域
貢
献
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
新
見

公
立
大
学
大
学
院
（
看
護
学
研
究
科
）
を
開
学

し
ま
し
た
。

　

大
学
院
設
置
の
選
考
が
厳
し
い
中
で
、
優
秀

な
学
生
を
多
く
輩
出
し
て
き
た
こ
と
や
地
域

に
根
ざ
し
た
開
か
れ
た
大
学
運
営
を
行
っ
て

き
た
こ
と
、
そ
し
て
大
学
院
と
し
て
基
準
を
満

た
す
優
秀
な
教
員
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
平
成　

年
の
大
学
開
学

��

か
ら
わ
ず
か
�
年
で
、
こ
の
た
び
看
護
系
の
大

学
と
し
て
全
国
で
唯
一
文
部
科
学
省
の
認
可

が
下
り
た
も
の
で
す
。

　

看
護
専
門
職
員
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
新
し
い
学
舎
の
快
適

な
教
育
環
境
の
も
と
、
地
域
医
療
を
支
え
る
高

度
な
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
、
岡
山
大
学
が
実
施
し
て
い
る

「
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｔ
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
と
し
て
、
新
見
公
立

大
学
に
「
地
域
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
ま
す
。
こ
の
地
域
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
岡

山
大
学
か
ら
医
師
の
派
遣
を
受
け
、
岡
山
大
学

と
新
見
市
、
そ
し
て
地
域
の
医
療
機
関
が
連
携

し
て
、
新
見
公
立
大
学
の
教
育
研
究
の
充
実
や

臨
床
を
通
し
て
行
う
総
合
診
療
支
援
等
の
キ

ャ
リ
ア
支
援
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
学
術
や
文

化
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
社
会
へ
一

層
の
貢
献
が
で
き
る
よ
う
、
大
学
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　人権擁護委員は、人権に関わる悩みごとの

相談や、法務局と協力しての人権侵害の被害

者救済、人権について関心を持ってもらえるよう

な啓発活動などを行っており、現在、市内では

��名の委員が、法務大臣から委嘱を受けて活

動しています。

　�月�日付けで、 名  越  洋  子 さん（哲西町畑
な ごし よう こ

木）が新たに委員に委嘱されました。

　委員への相談は無料で、秘密は固く守られま

す。相談所も設けていますので、お気軽にご相

談ください。

■問い合わせ先　総務課総務係������

人権擁護委員が委嘱
されました

　元神郷町議会議員の故 竹  本  嘉  一  郎 氏
たけ もと か いち ろう

（神郷下神代）に、旭日単光章が授与されま

した。

　竹本氏は、昭和��年に神郷町議会議員に

初当選し、昭和��年までの�期��年の永き

にわたり、町議会議員として情熱をもって町

政に取り組まれました。その間、議長、総務常

任委員会委員長、監査委員などを歴任され

ました。その後、昭和��年から昭和��年まで

神郷町助役に就任され、地方自治の発展に

尽力されるとともに、旧神郷町の発展に多大

な貢献をされました。

叙　勲
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販売限度額
販売期間期別

まんさく券たまがき券

�����万円�億円�月��日�～�月��日� 第�期

�����万円�億円�月�日�～�月��日�第�期

�����万円�億円�月�日�～�月��日�第�期

■販売価格

　�セット��,���円（�,���円券×��枚）

■購入限度

　各期ごとに�人��セット

　（��万円分）まで

■販売場所

　たまがき券：新見商工会議所

　まんさく券：阿哲商工会本部

　　　　　　　および各支所

※�,���円分の商品券が当たるスタンプ　

　ラリーも行います。
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　　子育て支援センターでは、子育てに関する支援の情報提供や講座、育児相談のほか、市内における出張ひろ

　ばを行うなど、各関係機関との連携・協力により、子育て支援を行っています。

　　なお、�月�日�からは、新見公立大学内にある「にいみ子育てカレッジ」において開設されます。開設内

　容は以下のとおりです。

�����
　　子育て広場では、就学前の子どもとその保護者が気軽に集い、自由に交流を図ることができる場を提供して

　います。

　　市内では、上記以外に�か所の子育て広場を開設していますので、気軽にご利用ください。

　　なお、「新見子育て広場」は、施設の老朽化に伴い、�月��日�をもって閉鎖されました。

■問い合わせ先　こども課子育て支援係　������

問い合わせ先場　　所開　設　日　時支援業務名　　称

������（代表）新見公立大学内

火曜日～土曜日
�時～��時��分

子育て相談など
にいみ子育てカレッジ
子育て支援センター 水曜日・金曜日・土曜日

��時～��時
交流ひろば
 「にこたん」開設

問い合わせ先場　　所開　設　日　時名　　称

������大佐子育て広場月曜日・金曜日　�時～��時大佐子育て広場

������神郷保健センター火曜日・金曜日　�時～��時ももっこ広場しんごう

������哲多総合センター
月曜日 ～ 金曜日　�時～��時
※水曜日と金曜日は保育士不在

哲多子育て広場

������
きらめき広場・哲西
プレイルーム

月曜日・水曜日・金曜日　��時～��時
※月�回土曜日　��時～��時

哲西子育て広場

※利用料は無料です。　行事などの際は、一部材料費をいただくことがあります。　祝日・年末年始は休みます。

■販売時間など

　�時～��時（毎週金曜日は��時まで）

※土曜日、日曜日、祝日を除く。

※各期間とも、完売次第終了します。

■問い合わせ先

　新見商工会議所　������　　阿哲商工会　������　　商工観光課商工観光係　������

10億円 １億円
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×　補助対象外となる事業の例○　補助対象となる事業の例
○営利目的の事業○交流・活性化イベント

○宗教や政治活動○自然保護事業

○特定の人が利益を受ける事業○健康増進事業

○施設の整備・修繕事業○社会福祉事業

○視察事業○歴史・文化継承事業

○地域で行う国際交流事業○農業体験事業

○趣味のサークル団体等が行う発表会　など○教育・生涯学習事業　など

〈表 ��〉対象事業・対象外事業の例

地
域
の
自
立
促
進
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が

主
体
的
に
参
画
し
て
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

■
対
象
経
費

　

事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

　

で 〈
表
２
〉 に
示
す
よ
う
な
経
費

■
補
助
率
お
よ
び
補
助
限
度
額

 
・ 
補
助
率　

補
助
対
象
経
費 
の
�
／
��
以

　
　
　
　
　
 
内

・
補
助
限
度
額
�

万
円

��

×　対象とならない経費の例○　対象となる経費の例
○事業実施主体の人員に対する人件費・謝礼○消耗品費

○施設の整備・修繕費や経常的な運営費○燃料費

○備品購入費○郵便代

○食料費○各種手数料

○支払ったことが確認できない経費　など○保険料

○会場・設備使用料　など

〈表�〉対象経費・対象外経費の例

【
新
た
な
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！
】

　

平
成�

年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
「
地

��

域
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
」
制
度
は
、

平
成�

年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。
平
成�

��

��

年
度
か
ら
は
新
た
な
補
助
制
度
と
し
て
始

ま
り
ま
す
。

　

新
た
な
制
度
は
、
多
く
の
資
金
を
必
要

と
す
る
規
模
の
大
き
い
活
動
を
集
中
的
に

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
活
動
に
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
た

発
展
的
な
活
動
や
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
独
創
的
な
活
動
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上

に
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
制
度
を
改
正
い
た
し
ま
し
た
。

■
事
業
の
実
施
期
間

　

平
成�

年
�
月
�
日
�
〜
平
成�

年
�

��

��

�

月�

日
�

��

■
対
象
団
体

　

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
る
次
の
団
体

�
地
区
住
民
の
多
く
が
参
画
す
る
組
織
で
、

　

規
約
な
ど
を
定
め
て
地
域
づ
く
り
活
動

　

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

�
地
区
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す

　

る
行
政
地
区
等
の
小
規
模
な
団
体
や
実

　

行
委
員
会
な
ど
の
任
意
組
織

�
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
各
種
地
域
づ

　

く
り
事
業
を
実
施
す
る
団
体
で
、
本
市

　

の
活
性
化
や
地
域
振
興
の
た
め
に
、
多

　

く
の
市
民
が
参
画
し
活
動
し
て
い
る
組
織

■
対
象
事
業

　

〈
表
１
〉に
示
す
よ
う
な
地
域
や
市
の
活

　

性
化
に
資
す
る
事
業
で
、
補
助
対
象
事

　

業
費
が�

万
円
以
上
の
事
業

��

※
補
助
対
象
と
な
る
事
業
は
�
団
体
に
つ

　

き
�
事
業
に
限
り
ま
す
。



�������������
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■
申
請
方
法

　

指
定
す
る
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

必
要
書
類
を
添
え
て
、企
画
政
策
課
、　

　

各
支
局
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　

平
成�

年
�
月
�
日
�
〜
平
成�

年
�

��

��

�

月�

日
�

��

■
審
査
お
よ
び
交
付
決
定

　

提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
、
審
査
が
終
わ

　

り
次
第
、
交
付
の
決
定
を
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

電
話
�
�
�
�
�

�������
���������

　各地域で使用する地区集会所について、新築、増築、改築、移転、修繕、模様替えおよび

上下水道への接続工事などを行う場合は、補助制度がありますのでご活用ください。

　また、昭和��年�月末以前に建築した集会所については、耐震診断や耐震改修工事を行う

場合も補助対象となりますのでご活用ください。

■対象事業　

　補助対象経費が��万円以上のもの　

※耐震診断、補強計画作成を除く。

■補助対象経費　

・工事費

・解体処分費

・安全施設（フェンス、街路灯）の整備費

・防犯上必要な整備費

・耐震診断費

・補強計画作成費

・耐震改修工事費

※その他集会所の機能を果たすために必要な

　最小限度のもの。

■補助率

　補助対象経費の�／�以内

※限度額があります。

■補助対象外経費の例

・庭木の植栽・剪定や花壇の整備などの経費

・エアコンなどの備品となる経費

※この他にも対象外となる経費があります。

■受付期間　随時受け付けます。

・ 必ず事業を実施する前に申請してください。

・ この補助制度で事業を実施した集会所は、そ

　 の後�年間は申請できませんので、ご注意く

　ださい。（ただし、下水道接続、災害復旧、

　耐震に関する事業を除く。）

 ・ 交付には諸要件がありますので、お問い合わ

 　せください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問い合わせ先

　企画政策課政策係　������ 
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■ご利用にあたっての注意事項
�会場は、申込団体で用意してください。

②出前講座の運営や進行は、申込団体で行ってください。

③出前講座は、苦情や陳情などを受け付ける機会ではありませんので、ご承知ください。

④出前講座の円滑な進行のため、質問などがある場合は、申し込みの際にあらかじめ提示してください。

⑤出前講座は無料ですが、会場使用料などは申込団体で負担してください。

申し込み
問い合わせ先

実施
期間

実施単位内容講座名

企画政策課
広報係
������

随時
地域住民団体など
（おおむね��人以上）

市民の率直な声に耳を傾け、ご意見やご提言を
市政運営に反映するため、市長が会場に出向き
懇談会を行います。

�����
�������

情報管理課
情報管理係
������

�月～
地域住民団体など
（おおむね��人以上）

通常のパソコンと比べ、操作が簡単で、さまざ
まな利用が可能なタブレット端末（iPad）の操
作体験を通じて、ＩＣＴに親しむ出前講習会を
行います。

������
����
�����

情報管理課
ラストワン
マイル係
������

随時
地域住民団体など
（おおむね��人以上）

各世帯に設置している告知放送機について、緊
急通報システム・ラジオ再送信・ページング放
送の使い方などの説明を行います。

����
����
������
�����

総務課
総務係
������

随時地域住民団体など

災害に強いまちづくりのため、自主防災組織が
市内のすべての地域に設立されるよう、要望に
応じて組織の設立などを検討している地域に
出向き、制度の説明を行います。

������
���

農林課
農業振興係 
������

随時
地域住民団体など
（おおむね�人以上）

市・農協・普及指導センター・農業委員会が一体
となって、農林業に関する総合的な相談会およ
び説明会を座談会方式で行います。
　【対応できる内容】
国・県・市の各種支援制度、農業共済制度、営農
指導、技術指導、経営指導、耕作放棄地対策、農
地の集積、林業経営に関すること。

����
�����

介護保険課
地域包括
支援センター
������

随時
地域住民団体など
（おおむね��人以上）

認知症について正しく理解してもらい、認知症
の人やその家族の応援者である認知症サポー
ターを養成する講座です。日頃から実践でき
る、認知症予防教室などを行います。

���
�����
����

健康づくり課
健康づくり係 
������
大佐支局
������
神郷支局
������
哲多支局
������
哲西支局
������

随時
�名以上の
グループ・団体
（�団体 年�回程度）

保健師・栄養士・健康運動実践指導者が要望に
合わせて、オーダーメイドの健康教室を行いま
す。
　【対応できる内容】
高血圧、糖尿病、健康体操（運動）、心の健康（う
つ・自殺予防）、ロコモ予防、健診結果説明、
たばこ（喫煙予防）、歯の健康など。

����
����

生涯学習課
文化振興係 
������

随時
公民館単位・ＰＴＡ
などの団体
（おおむね��人以上）

新見市で出土した遺物を、市内の小学生や中学
生などに見て、触って、観察してもらう講座を
行います。

�����
����
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　本市では、ふるさとを愛し、世界で活躍できる子どもの育成を目指し、ＡＬＴ（外国語指導助手）を配

置しての小学校・中学校での一貫した英語教育、ｉPａｄや電子黒板などを活用したＩＣＴ教育、支援員

を配置したきめ細かい特別支援教育など、特色ある学校教育の充実に取り組んでいます。また、地域・学

校・家庭が連携し、開かれた学校づくりに努めています。

　今年度、子どもたちの土曜日の教育環境を整え、よりよい学校づくりをいっそう推進するため、市内の

すべての小学校・中学校で、年間３日以上の土曜授業を実施します。土曜授業では、公開授業や教育講演

会、地域の人々との交流行事などを行います。実施日時や内容など詳細については、各学校からお知らせ

があります。　

■問い合わせ先　学校教育課学事係　������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

�
月
か
ら
消
費
税
率
が
�
パ
ー
セ

ン
ト
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
所
得
が
低
い
人
へ
の

負
担
の
影
響
に
配
慮
し
、
暫
定
的
・
臨

時
的
な
給
付
措
置
と
し
て
、
臨
時
福
祉

給
付
金
を
支
給
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
し
、
子
育
て
世
帯
の
消
費
の
下
支
え

を
図
る
た
め
、
臨
時
的
な
給
付
措
置
と

し
て
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

を
支
給
す
る
予
定
で
す
。

　

具
体
的
な
手
続
き
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
決
ま
り
次
第
、
市
報
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
付
金
支
給
申
請
の
受
け
付

け
は
�
月
頃
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

■
支
給
対
象
者

　

平
成　

年
度
分
市
民
税
（
均
等
割
）

��

　

が
課
税
さ
れ
な
い
人

※
た
だ
し
、
次
の
人
は
除
き
ま
す
。

・ 
自
分
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
課
税

　

さ
れ
て
い
る
場
合

 
・ 
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な

　

っ
て
い
る
場
合

■
支
給
額

○
支
給
対
象
者
�
人
に
つ
き

　

�
� ,
�
�
�
円

○
支
給
対
象
者
の
中
で
、
次
に
該
当
す

　

る
人
は
� ,
�
�
�
円
を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

　

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当

　

な
ど
の
受
給
者

■
申
請
先

　

基
準
日
（
平
成　

年
�
月
�
日
）
に

��

　

お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
た

　

市
町
村

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

■
支
給
対
象
者

　

平
成　

年
�
月
分
の
児
童
手
当
（
特

��

　

例
給
付
を
含
む
）
の
受
給
者
で
、
平

　

成　

年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所

��

　

得
制
限
額
に
満
た
な
い
人

■
対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成　

年
�
月
分

��

　

の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）

　

の
対
象
と
な
る
児
童

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
、
生
活

　

保
護
制
度
の
被
保
護
者
は
除
く
。

■
給
付
額

　

対
象
児
童
�
人
に
つ
き

　

�
� ,
�
�
�
円

■
申
請
先

　

基
準
日
（
平
成　

年
�
月
�
日
）
に

��

　

お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
た

　

市
町
村

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

　

�
�
�
�
�
�

「 
臨
時
福
祉
給
付
金 
」 

や
「 
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金 
」
の

� 
振
り
込
め
詐
欺 
� や

� 
個
人
情
報
の
詐
取 
�

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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受
け
る
必
要
が
あ
る
と
、
指
定
医
療
機
関

の
医
師
が
認
め
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
の

一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

　
�
�
�
�
�

　

父
ま
た
は
母
と
死
別
し
た
中
学
校
卒
業

ま
で
の
児
童
・
生
徒
の
養
育
者
に
給
付
し

ま
す
。

※
遺
児
の
住
所
や
属
す
る
世
帯
に
対
す
る

　

要
件
が
あ
り
ま
す
。

○
給
付
額
（
各
�
万
円
）

・
入
学
激
励
金

・
卒
業
激
励
金
（
中
学
生
の
み
）

・
保
護
者
死
亡
見
舞
金

�
�
�
�
�
�
�

　

家
庭
児
童
相
談
員
や
母
子
自
立
支
援
員

が
、
子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
相
談
や
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
の
保
護
者
の
悩
み
な
ど

の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ

　

ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係
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�
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中
学
校
修
了
前
ま
で
（
�
歳
か
ら　

歳
��

に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
�
月　

日
ま

��

で
）
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者
に
支

給
し
ま
す
。
出
生
届
や
転
入
届
と
同
時
に

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
の
申
請
と
な

　

り
ま
す
。

○
支
給
額
（
月
額
）

 
・ 
�
歳
未
満 
…
… 
�
� , 
�
�
� 
円 （
一 
律 
） 

 
・ 
�
歳
〜
小
学
�
年
生 
… 
�
� ,
�
�
�
円

　

（ 
第
�
子
以
降
は
�
� ,
�
�
�
円 
）

・
中
学
生
…
… 
�
� ,
�
�
�
円 （
一 
律 
） 

・
特
例
給
付
（
所
得
制
限
限
度
額
超
）

 　
 
…
…
…
…
…
…
� ,
�
�
� 
円 （
一 
律 
） 

※
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
月

　

�
月
、　

月
、�
月

��

※
�
月
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

�
�
�
�
�
�

　

父
ま
た
は
母
の
い
な
い　

歳
未
満
の
児

��

童
を
監
護
し
て
い
る
親
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
、
公
的
年

　

金
を
受
給
中
の
人
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

  
出
産
時
に
お
い
て
市
内
に
住
所
の
あ
る

保
護
者
が
、
引
き
続
き
新
見
市
民
で
あ
る

場
合
に
支
給
し
ま
す
。

・
第
�
、
�
子 
…
…
…
…
…
…
… 

�
万
円

・
第
�
子 
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�
万
円

・
第
�
子 
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�
万
円

・
第
�
子
以
降 
…
…
…
…
…
…
… 　

万
円

��

※
申
請
期
限
は
出
産
か
ら
1
年
以
内
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

申
請
日
に
お
い
て
市
内
に
�
年
以
上
住

所
の
あ
る
保
護
者
が
、
満
�
歳
未
満
の
乳

幼
児
が
使
用
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
ま

た
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
場
合

に
、
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
乳
幼
児
�
人
に
つ
き
�
回
限

り
�
万
円
が
上
限
で
す
。

※
申
請
期
限
は
購
入
か
ら
�
年
以
内
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

中
学
校
�
年
生
（　

歳
に
達
し
た
日
以

��

降
の
最
初
の
�
月　

日
）
ま
で
の
児
童
・

��

生
徒
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し

ま
す
。

○
県
内
の
医
療
機
関
の
場
合

　
 「
健
康
保
険
証
」
と
「
子
育
て
支
援
医
療

　

費
受
給
資
格
者
証
」
を
提
示
す
る
こ
と

　

で
無
料
に
な
り
ま
す
。

○
県
外
の
医
療
機
関
の
場
合

　

後
日
、
払
い
戻
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
申

　

請
書
と
領
収
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を

　

ま
だ
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
お
子
さ
ん

　

の
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え

　

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

前
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
原
則
�
割
と
な
り
ま
す
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お
よ
び
児
童

②
父
母
の
い
な
い
児
童
お
よ
び
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
人

※
所
得
に
応
じ
て
、
�
か
月
の
負
担
限
度

額
を
定
め
て
い
ま
す
。

※
児
童
と
は　

歳
未
満
の
人
。（
高
校
生
は

��

卒
業
ま
で
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

未
熟
児
で
生
ま
れ
、
入
院
し
て
養
育
を

�
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�
�
�
�
�
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■
奨
学
生
の
資
格

　

看
護
師
な
ど
の
養
成
学
校
に
在
学

　

し
、
学
校
な
ど
を
卒
業
後
、
速
や
か

　

に
市
内
の
医
療
機
関
に
�
年
以
上

　

勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
看
護
学
生

■
奨
学
支
援
金
の
給
付
額

　

月
額　
　

万
円

��

■
給
付
期
間
（
上
限
）

・
看
護
師
資
格
取
得　

�
年

・
准
看
護
師
資
格
取
得　

�
年

■
募
集
定
員

　

�
名
程
度

■
受
付
期
間

　

�
月　

日
�
ま
で

��

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
地
域
医
療
係

　

�
�
�
�
�
�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
�
�
�
�

　

メ 
ー 
ルc

h
iik
i-iry

o
u
@
c
ity
.n
iim

i.o
k
a
y
a
m
a
.jp

�
地
区
な
ど
が
設
置
す
る
ご
み
箱
に
つ
い

　

て
、
設
置
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

ご
み
箱
が
な
い
た
め
に
鳥
な
ど
が
ご
み

袋
を
破
り
、
ご
み
が
散
乱
し
て
地
区
の
景
観

を
損
ね
て
い
る
と
お
困
り
の
地
区
の
人
は
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額

　

設
置
費
の
�
／
�

　

（
上
限
�
� ,
�
�
�
円
）

　

な
お
、
ご
み
箱
の
修
繕
に
つ
い
て
も
対
象

　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

�
地
区
で
購
入
す
る
害
虫
駆
除
の
た
め
の

　

消
毒
器
に
つ
い
て
、
購
入
費
の
一
部
を
助

　

成
し
て
い
ま
す

■
補
助
金
額

　

購
入
金
額
の
�
／　

以
内

��

　

（
�
� ,
�
�
�
円
以
上
の
も
の
に
限
る
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

�
�
�
�
�
�

��������	
�����������

���

○延べ床面積����以下の住宅の場合

・耐震診断費用

　��,���円のうち��,���円を補助します。

・補強計画作成（耐震化工事の設計）費用

　��,���円のうち��,���円を補助します。

○延べ床面積����～����の住宅の場合

・耐震診断費用

　��,���円のうち��,���円を補助します。

・ 補強計画作成（耐震化工事の設計）費用

　��,���円のうち��,���円を補助します。

応募多数の場合は、先着１０件（耐震診断５件、補

強計画作成５件）とします。

※耐震診断と補強計画作成は、社団法人岡山県建

　築士事務所協会に委託し、岡山県知事の登録を

　受けた木造住宅耐震診断員が行います。

��������	
�������

　木造住宅の耐震改修にかかる費用のうち

���,���円を上限に補助します。ただし、補助金は

耐震化工事に要する費用の�／�以内とします。

【例１】耐震化工事費�,���,���円の場合

　　　  補助額���,���円

【例２】耐震化工事費���,���円の場合

　　　  補助額���,���円

応募多数の場合は、先着５件とします。

※事前に住宅の耐震診断を受け、補強計画を作成

　する必要があります。

※耐震改修工事を行った場合には、さらに税の優

　遇を受けられる場合があります。

■問い合わせ先

　都市整備課建築係　������

　昭和５６年５月末以前に建てられた２階建てまでの住宅の耐震診断、補強計画作成、耐震改修工事費に対

し、補助金を支給しています。住宅の改修などを計画する場合にご活用ください。

　なお、申請前に着手された場合は補助金が受けられませんので、必ず事前にご相談ください。
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４
月
か
ら
、
備
北
バ
ス
と
市
営

バ
ス
の
運
行
回
数
や
運
行
時
刻
、

路
線
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
公
共
交
通
を
将
来
に
わ
た
っ

て
維
持
し
て
い
く
た
め
、
新
見
市

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
協
議
や

市
議
会
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
、
見

直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
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現
在
、
市
内
で
は
、
備
北
バ
ス

と
市
営
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
利
用
者
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
昨
年
�
月
に
行
っ
た

市
営
バ
ス
の
利
用
実
態
調
査
で
は
、

調
査
し
た
運
行
便
�
�
�
便
の
内
、

約
半
数
の
�
�
�
便
に
つ
い
て
、

利
用
者
が
ま
っ
た
く
い
な
い
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　

備
北
バ
ス
や
市
営
バ
ス
の
運
行

に
は
多
額
の
費
用
を
要
し
て
い
ま

す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
含
め
た
年

間
の
維
持
経
費
は
�
億
�
千
万
円

（
平
成　

年
度
実
績
）
で
、
年
々
増

��

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

状
況
が
続
け
ば
、
備
北
バ
ス
も
市

営
バ
ス
も
運
行
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
他
の
移
動
手
段
を
持

っ
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
、
公
共

交
通
は
必
要
な
も
の
で
す
。
今
は

必
要
な
い
人
も
、
い
ず
れ
は
必
要

と
な
る
時
が
来
ま
す
。
現
在
の
公

共
交
通
を
見
直
し
、
利
用
者
の
少

な
い
便
の
減
便
と
い
っ
た
効
率
化

を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
公
共

交
通
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
家
か
ら
停

留
所
ま
で
遠
く
離
れ
て
い
る
、
高

齢
の
た
め
停
留
所
ま
で
出
向
く
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
理
由

に
よ
り
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た

く
て
も
で
き
な
い
人
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の

見
直
し
で
は
、
事
前
に
予
約
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
利
用
す
る

人
の
自
宅
近
く
ま
で
迎
え
に
行
く

「
エ
リ
ア
型
デ
マ
ン
ド
交
通
」
を
新

た
に
導
入
し
、
周
辺
地
域
の
公
共

交
通
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
に
よ
る
主
な

変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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変更内容路線名
第�便　「新見駅」－「横見」間の運行を廃止市街地循環バス

便の一部を「土橋」停留所止めに変更
豊　　永　　線
（井倉経由）

路線を延長し、メディカルクリニックに乗り入れ坂　　本　　線

平日の�便を廃止菅　　生　　線

土曜日の�便を廃止千　　屋　　線

 「備中神代駅」－「きらめき広場」間で�便を増便哲　　西　　線

変更内容路線名
 利用者の少ない運行便10便を廃止
運行時刻の見直し

全路線全　体

 「大佐海洋センター」への路線を廃止
一部地域を電話予約による運行に変更

大井野線、布瀬線、田治部線大佐管内

 「東田口」－「千屋歯科診療所」間の運行を廃止
土曜日運行便のうち、通学利用便を除く便を廃止

木谷線、 田口線、 三室線、 坂根線神郷管内

 「新見駅」－「幸田」間の運行を廃止
宮河内線

哲多管内
土曜日運行便のうち、通所などの利用便を除く便を廃止
 「本郷」－「新砥市民センター」間で新たに運行
 「萬歳泉」－「萬歳」間の運行を廃止荻尾線

運行便の一部を廃止
 「二本松」－「東城病院前」間の運行を廃止

矢神線（旧下タ組・東城線）哲西管内

　
�

�
�
�
�
�
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備
北
バ
ス
や
市
営
バ
ス
が
運
行

し
て
い
な
い
地
域
の
交
通
手
段
を

確
保
す
る
た
め
運
行
し
て
い
る
ふ

れ
あ
い
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
、
高

齢
の
人
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
も

の
に
す
る
た
め
、
運
行
方
法
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
現
在
運
行
し
て

い
る
路
線
を
中
心
に
、
よ
り
利
用

者
宅
の
近
く
ま
で
迎
え
に
行
く

「
エ
リ
ア
型
デ
マ
ン
ド
交
通
」
と
言

わ
れ
る
運
行
方
法
に
変
更
し
、
新

た
に
�
ふ
れ
あ
い
バ
ス
�
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
家
か

ら
停
留
所
ま
で
遠
く
離
れ
て
い
た

た
め
利
用
で
き
な
か
っ
た
人
も
、

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

運
行
時
刻
や
運
行
範
囲
に
つ
い

て
は
、
該
当
地
区
ご
と
に
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
生
活
交
通
係

　

�
�
�
�
�
�

■備北バス

■市営バス
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　各種の相談窓口を開設しています。専門の相談員が悩みやトラブルなどの相談に応じ、

場合によっては必要な支援を行います。相談は無料で、秘密は固く守られますので、お気

軽にご相談ください。

①男女共同参画プラザ（������）

　女性相談員が、対人関係や家庭の

こと、ＤＶ（配偶者やパートナーか

らの暴力）など、さまざまな悩みに

耳を傾け、問題解決のお手伝いをし

ます。

・日時　毎週水・木・金曜日

　　　　��時～��時

　※ただし、祝日・年末年始は除く

・場所　まなび広場にいみ�階

②家庭児童相談

（こども課こども福祉係　������）

　家庭児童相談員が、子どもや家庭

に関するさまざまな問題などについ

て相談に応じます。

・日時　月曜日～金曜日

　　　　�時��分～��時��分

　※ただし、祝日・年末年始は除く

・場所　こども課こども福祉係

��������
�������

�������
��������

③母父子相談

（こども課こども福祉係　������）

　母子自立支援員が、ひとり親家庭

のお父さんやお母さんが抱える悩み

などについて相談に応じます。

・日時　月曜日～金曜日

　　　　�時��分～��時��分

　※ただし、祝日・年末年始は除く

・場所　こども課こども福祉係

④人権相談

（総務課総務係　������）

　人権擁護委員が、人権に関するこ

とについて相談に応じます。

������
��������

⑤行政相談

（総務課総務係　������）

　行政相談委員が、国など行政の仕

事やサービスに関する苦情、要望な

どについて相談に応じます。
��������	
����
��������	
����

⑥交通事故相談

（生活環境課生活交通係　������）

　交通事故相談員が、交通事故に関

する悩みごとやトラブルについて相

談に応じます。

・日時　毎月第�金曜日

　　　　��時～��時

・場所

　総合福祉センター�階図書室

⑧心配ごと相談

（社会福祉協議会本所　������）

　民生委員・児童委員が、生活全般

にかかる悩みごとや心配ごとなどに

ついて相談に応じます。

⑦消費生活相談（商工観光課　������）

　消費生活専門相談員が、悪質商法や振り込め

詐欺など消費生活に関することについて相談に

応じます。

・日時　毎月第�木曜日　��時��分～��時

・場所　山村開発センター小会議室

⑨法律相談（総務課総務係　������）

　弁護士や司法書士が、法律に関す

ることについて相談に応じます。

⑩登記相談（総務課総務係　������）

　司法書士が、登記などに関するこ

とについて相談に応じます。

�～�の開設日時や場所、問い合わせ先については、
「市報にいみ」の行事予定をご覧ください。

��������
������

��������
�����

��������	
��������
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　口座振替を利用すると、自動的に指定

する口座から納付されるのでとても便利

です。

■取扱金融機関

　中国銀行、備北信用金庫、トマト銀行、

　山陰合同銀行、阿新農業協同組合、ゆ

　うちょ銀行（郵便局）

■申込方法

　預金口座のある取扱金融機関の窓口で

　お申し込みください。

■申し込みに必要なもの

　申込用紙（市内各金融機関、市役所本

　庁・各支局に備え付けてあります）、　

　納税通知書（納付書）、預金通帳、通帳

　の届出印

■問い合わせ先

　税務課収税係　������

市税の納付は
    口 座振替で！便利
な

平成��年度  市税納期一覧

期別税目納期限

�期◎ 固定資産税・都市計画税�月��日�

全期◎ 軽自動車税�月�日�

�期◎ 市県民税�月��日�

�期
�期

◎ 固定資産税・都市計画税
◎ 国民健康保険税

�月��日�

�期
�期

◎ 市県民税
◎ 国民健康保険税

�月�日�

�期◎ 国民健康保険税�月��日�

�期
�期

◎ 市県民税
◎ 国民健康保険税

��月��日�

�期◎ 国民健康保険税��月�日�

�期
�期

◎ 固定資産税・都市計画税
◎ 国民健康保険税

��月��日�

�期
�期

◎ 市県民税
◎ 国民健康保険税

�月�日�

�期
�期

◎ 固定資産税・都市計画税
◎ 国民健康保険税

�月�日�

あなたの資産の
評価を確認できます

���・ ��
��
※自己資産の課税内容は、納税通知書に同封す

る「課税明細書」で確認できます。

※本人確認資料と印鑑が必要です。

※借地人・借家人の場合は、賃貸借契約書などが

必要です。

■問い合わせ先

　　　　税務課資産税係　　������

課税台帳
の閲覧

土地・家屋
評価額の縦覧

自己の資産につい
て固定資産課税台
帳に登録された内
容を確認できる制
度

自己の所有する土
地・家屋の価格と
他人の土地・家屋
の価格を比較・確
認できる制度

概　要

�月�日�～
随時

�月�日�～
�月��日�

期　間

�時��分～��時��分 （閉庁日を除く）時　間

税務課資産税係または各支局場　所

左記のほか、
借地人・借家人も
借用物件につい
て可能

�納税義務者
　（所有者）
�納税管理人
�上記の代理人
　（委任状などが必要）

対象者

納税義務者�名に
つき���円
ただし、縦覧期間
中は無料

無料手数料

可（�枚��円）不可コピー
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　毎年�回「狂犬病予防注射」を飼犬に受けさせ

ることは、狂犬病予防法により、飼い主に義務づ

けられています。　犬の登録をしている飼い主のみ

なさんには日程表を送付していますので、お近くの

会場で予防注射を受けさせてください。

　また、犬の登録がまだの人は、この機会に会場

で登録をお願いします。

※巡回日程は��～��ページの行事予定にも掲載し

　ています。くわしくはお問い合わせください。

■対象　生後��日以上の犬

■注射料金　�,���円

　（狂犬病予防注射済票交付手数料���円を含む）

■登録手数料　�,���円

※注射当日は送付済みの通知書を持参してください。
■問い合わせ先
　生活環境課環境保全係　������

����������������������
��������	
���

 �月�日�

 �月�日�

 �月�日�

 �月�日�

 �月�日�

 �月�日�

��月�日�

��月�日�

��月�日�

 �月�日�

 �月�日�

 �月�日�

　悪質商法や振り込め詐欺など、詐欺的な犯罪行為

が多発し、また、その手口も複雑で巧妙になってい

おり、市内でも多数の被害が報告されています。

　このため、市民のみなさんの安心な暮らしを守る

ため、岡山県消費生活センターの専門相談員による

相談所を定期的に開設しています。相談は無料で、

秘密は固く守られますので、安心してご相談ください。

　なお、定期相談日以外での相談は、商工観光課ま

たは県消費生活センター（����－���－����）にご

連絡ください。

■日時

　時間はいずれも��時��分～��時

■場所

　山村開発センター�階会議室

■問い合わせ先　商工観光課　������

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
、
ま
た
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
安
全
な
行
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

▼
最
重
点
目
標

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
重
点
目
標

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
�
則
の
周
知
徹
底

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進
の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・ 
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と 
一 
時
停
止
、安
全
確
認

・
運
転
中
の
携
帯
電
話
、
傘
さ
し
運
転
の
禁
止

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
交
差
点
に
お
け
る
安
全
な
通
行
の
徹
底
（
う
っ
か

　

り
、
ぼ
ん
や
り
、
脇
見
運
転
の
防
止
）

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
生
活
交
通
係　
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　今年度も、国民健康保険（40歳以上）と後期高齢者医療保険加入者を対象

に人間ドックの受診希望を受け付けます。自己負担３割で受診できるお得な制

度ですので、友人やご夫婦で、また、今まで受診に消極的だった人も、ぜひご

利用ください。

　市内のドック医療機関における専門医の登録状況は総数95名（複数資格は

重複してカウント）となっており、検査数

値の正確な評価と適切な指導を受けるこ

とができます。さらに、がんの精密検診医療機関として、肺が

んが�か所、胃がん・大腸がんが�か所ずつ指定を受けていま

す。設備の充実やスタッフの熟練度などは県南の病院と比較し

ても劣ることはありません。

　ドックの受診から、その後の生活指導、かかりつけ医との相

談、精密検査がスムーズに進みます。受診時の利便性の面から

も、市内のドック医療機関での受診をおすすめします。

�����������

脳ドック用MRI脳ドック用MRI

�
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�
�
�
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�
�
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�
�
�
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�
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市
内
Ａ
病
院

　

Ｔ
医
師
（
消
化
器
内
科
専
門
医
）

　

専
門
医
と
し
て
も
そ
う
で
す
が
、

地
域
医
療
に
携
わ
る
者
と
し
て
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
、
次
の
よ
う

な
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

○
健
康
な
人
へ

健
康
だ
か
ら
こ
そ
、
定
期
的
に
検

査
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

○
通
院
中
の
人
へ

他
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
の
で
、
身
体
全
体
の
点

検
と
し
て
、
ド
ッ
ク
受
診
も
お
す

す
め
し
ま
す
。
半
日
な
い
し
�
日

で
多
く
の
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
ド
ッ
ク
の
い
い

と
こ
ろ
で
す
。

○
受
診
結
果
が
出
た
ら

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
診
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
病
院

で
十
分
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
、
こ
ち

ら
か
ら
適
切
な
医
療
機
関
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

指
導
に
従
い
生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
が
大
事
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

市
内
Ｂ
病
院

　

G
医
師
（
循
環
器
専
門
医
）

　

長
年
、
心
血
管
の
研
究
・
診
療
に

携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
致
死
的
な
疾
患
で
倒
れ
る
人

を
減
ら
す
に
は
、
病
気
が
発
症
す
る

ず
っ
と
前
か
ら
、
予
防
や
発
症
前
治

療
（
先
制
医
療
）
に
腐
心
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、
癌
の
多
く
は
、

健
康
な
血
管
や
臓
器
に
突
然
起
こ

る
の
で
な
く
、
不
健
康
な
生
活
習
慣

を
背
景
と
し
て
、
準
備
さ
れ
た
状
態

で
発
症
し
ま
す
。
私
も
専
門
医
と
し

て
、
将
来
の
致
死
的
疾
患
の
芽
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
普
段
の
生
活
習

慣
を
素
直
に
見
直
す
好
機
で
す
。
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診
前
だ
け
、
禁
煙
や

節
酒
、
減
塩
、
運
動
に
励
む
人
が
お

ら
れ
ま
す
が
、
い
つ
も
ど
お
り
の
生

活
の
中
で
受
診
し
、
自
分
の
問
題
点

を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
必
ず

生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
て
く

だ
さ
い
。

　

時
代
は
予
防
医
学
か
ら
、
病
気
が

発
症
す
る
前
に
治
療
し
て
お
く
先

制
医
療
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
人
も

船
と
同
じ
く
、
時
々
、
ド
ッ
ク
に
入

っ
て
検
査
を
受
け
、
生
活
習
慣
の
改

善
や
必
要
な
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、
我
が
国

で
誕
生
し
た
「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
い

う
す
ば
ら
し
い
健
康
維
持
の
仕
組

み
を
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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　平成��年度の人間ドックの受診希望を受け付けます。これからも健康で生き生きと暮らすために人間
ドックを受診しましょう。また、市内病院などの身近な医療機関で受診し、継続的に診てもらうことが
大切です。
　今年度のドックの内容と募集要領は、次のとおりです。

��������������

�新見市国民健康保険加入者※
�後期高齢者医療保険加入者※

�,���円
血液検査・胸及び胃レントゲ
ン撮影、尿・便検査など

短期ドック

�,���円脳の断層撮影のみ脳ドック

��
���
（希望者のみ）

��������������

�新見市国民健康保険加入者※女性のみ�,���円
子宮がん＋乳がん視触診＋ 
マンモグラフィ検査

婦人科検診＋ 
マンモ

�新見市国民健康保険加入者※
�後期高齢者医療保険加入者※ 

女性のみ�,���円子宮がん＋乳がん視触診婦人科検診

�新見市国民健康保険加入者※
�後期高齢者医療保険加入者※ 

男性のみ　���円血液検査前立腺検査

※新見市国民健康保険加入者とは … 平成��年度内に��歳から��歳の年齢に達する人
※後期高齢者医療保険加入者とは … 平成��年度内に��歳以上の人

<きりとり線>

��������� ���������

（次ページへ続く）
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人間 ドック申込書 人間 ドック申込書

<きりとり線>

（前ページから続く）

■ドック指定機関 

　・渡辺病院

　・長谷川紀念病院（脳ドックのみ）

　・新見中央病院（短期ドックと前立腺検査のみ）

　・倉敷平成病院（胃カメラなし）

■受診期間

　�月～��月

※後日、受診機関から受診日をお知らせします。

■申込方法

　受診を希望する人は、下記の申込書に記入のうえ、ハガキに貼り郵送するか、または市民課国

　保年金係、各支局、各市民センターに持参してください。

※電話での申し込みはできません。

※申込書は、市民課国保年金係、各支局、各市民センターにもあります。

■申込書記入上の注意

　受診病院と受診を希望するコースに○印をし、受診希望月を記入してください。胃カメラ希望

　の人は別途料金（�,���円）が必要です。

■申込期限

　�月��日�まで　※当日消印有効

■申し込み・問い合わせ先

　〒���-����

　新見市新見���番地�

　市民課国保年金係　������

　または、各支局、各市民センター

　平成��年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別

　〒
　
　新見市

住　　所

     ふりがな

氏　　名

大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生年月日

　　　　　　　　　   ―
電話番号
（よろしければ 
  携帯番号も）

�希望する受診機関名を○で囲んでください。
 （注）追加コースのみの申し込みはできません。
�受診期間は、�月から��月までです。希望の月を記入ください。
 （注）渡辺病院の場合は、第三希望月まで記入ください。
 （注）倉敷平成病院の場合も、第三希望まで記入ください（できるだけ
　○月○日まで指定）。
�短期ドックで胃カメラを希望する場合は、「胃カメラ希望」欄に○をし
　てください。※別途料金�,���円が必要です。

受　診
希望月

倉敷平成
病院

新見中央
病院

長谷川
紀念病院

渡辺病院
受診機関等 

 検査項目

短期ドック基
本
コ
ー
ス

胃カメラ
希　望

脳ドック

婦人科検診
＋

マンモ
追
加
コ
ー
ス

婦人科検診

前立腺検査

受診機関への
連絡事項

　平成��年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別

　〒
　
　新見市

住　　所

     ふりがな

氏　　名

大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生年月日

　　　　　　　　　   ―
電話番号
（よろしければ 
  携帯番号も）

�希望する受診機関名を○で囲んでください。
 （注）追加コースのみの申し込みはできません。
�受診期間は、�月から��月までです。希望の月を記入ください。
 （注）渡辺病院の場合は、第三希望月まで記入ください。
 （注）倉敷平成病院の場合も、第三希望まで記入ください（できるだけ
　○月○日まで指定）。
�短期ドックで胃カメラを希望する場合は、「胃カメラ希望」欄に○をし
　てください。※別途料金�,���円が必要です。

受　診
希望月

倉敷平成
病院

新見中央
病院

長谷川
紀念病院

渡辺病院
受診機関等 

 検査項目

短期ドック基
本
コ
ー
ス

胃カメラ
希　望

脳ドック

婦人科検診
＋
マンモ

追
加
コ
ー
ス

婦人科検診

前立腺検査

受診機関への
連絡事項
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　告知放送機器などを設置することで光

ファイバ網に接続され、事業者が行うケー

ブルテレビ放送やインターネット、ＩＰ電

話などのサービスを利用できる環境が整

います。

　「告知放送機器等設置申請書」は、本庁、

各支局または各市民センターに提出して

ください。

　なお、設置分担金は下記のとおりです。

■問い合わせ先　情報管理課ラストワンマイル係　������

告知放送機器などの設置�����������

設置分担金
区分

�芯�芯
35,000円市民が居住する住宅

25,000円×住戸数借家、集合住宅の住戸で設置申請者が所有者
35,000円借家、集合住宅の住戸で設置申請者が市民

12,500円
光コンセントが設置済みの借家、集合住宅の住戸で設置
申請者が市民

235,000円35,000円市内の法人、団体、組織またはその他市長が認めるもの

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
は
、

法
律
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
農

業
以
外
の
用
途
に
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
ず
農
地

を
宅
地
な
ど
に
転
用
す
る
場
合

に
は
、
農
地
転
用
の
前
に
、
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き

を
行
う
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
変
更
に
は
日
数
が
か
か

り
ま
す
の
で
、「
除
外
申
出
書
」

は
農
林
課
農
業
振
興
係
ま
た
は

各
支
局
へ
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
土
地
条
件
な
ど
に
よ
り
除
外

　

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
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市
内
で
は
、
商
店
や
事
務
所
の
広
告
板
や
広
告

塔
、
催
し
の
案
内
な
ど
の
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
が
目

に
入
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
物
は
必
要
な

情
報
源
で
あ
り
、
地
域
を
活
気
づ
け
る
も
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
景
観
を
損
ね
た
り
、
通
行
人
に
危

害
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
や
掲
出
に
あ

た
っ
て
は
、
法
律
や
条
例
な
ど
で
一
定
の
義
務
や

規
制
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
屋
外
広
告
物
と
は

　

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
屋
外
で

公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
目
的
を
問
い

ま
せ
ん
。

　

ポ
ー
ル
サ
イ
ン
、
建
物
の
壁
面
や
屋
上
に
設
置

す
る
広
告
、
突
出
広
告
、
ア
ド
バ
ル
ー
ン
お
よ
び

バ
ス
や
電
車
の
車
体
を
利
用
し
た
広
告
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
広
告
が
あ
り
ま
す
。

※
自
己
の
土
地
・
建
物
内
で
あ
っ
て
も
、
掲
出
で

　

き
な
い
も
の
や
許
可
が
必
要
な
も
の
、
大
き
さ

　

な
ど
に
規
制
が
必
要
な
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
維
持
管
理
係　

�
�
�
�
�
�

※上記区分以外の場合、設置分担金は工事費相当額になります。
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■申し込み・問い合わせ先

　新見市結婚推進協議会事務局 （企画政策課政策係内）　 ������

　ホームページ　http://www.city.niimi.okayama.jp/docs/�������������/

�������
��������

　市内在住で結婚を希望する人を対象とした結婚相談会（無料）を、年間を通じて開催します。相

談会では、結婚に対する悩みや心配ごと、希望などについて、結婚推進委員に相談することができ

ます。

　なお、次の日程により相談会を開催しますが、予約・登録制としますので、１週間前までに相談

希望日時をご連絡ください。

�����

会場相談時間（�件：��分程度）開催日

まなび広場にいみ 
学習室

��：��～��：��～��：��～��：��～�月��日�第�回

��：��～��：��～��：��～��：��～�月��日�第�回

��：��～��：��～��：��～��：��～�月��日�第�回

��：��～��：��～��：��～��：��～��月��日�第�回

��������	

　結婚を希望する独身者に「結婚支援登録カード」を作成してもらい、結婚相談に活用しています。

新たに登録を希望する人は、事務局までご連絡ください。

��������	
�����

　相談会の開催予定や出会いイベント、スキルアップセミナーなどの情報提供を行っています。 

また、イベントチラシや結婚支援登録カードの様式もダウンロードできます。

��������	
�

��������	
�������������������� 

※�月��日～�月��日放送予定　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
���������　※�月��日から放送予定　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
������������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
��
������������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
�������	����　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
����������������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
	�������
	����������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

���������	
�����������������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
�����　《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。　

■問い合わせ先　企画政策課広報係　������
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　三室峡には千本以上のホンシャクナゲが自

生しており、毎年４月下旬から５月上旬にかけ

て三室峡一面を彩ります。

　みなさんのご来場をお待ちしています。

■問い合わせ先

　三室観光組合　������

　神郷支局　������

内容
�神郷神明社による備中神楽
�地元特産物の販売など各種バザー

　毎年恒例の「春の縄文野焼き祭り」を開

催します。縄文野焼きは窯を使わずに、天

と地、太陽と風と火の力によって焼き上げ

ます。春の野山の自然の息吹を満喫しなが

ら縄文野焼きの炎をかこんで気分は縄文

人！土器の煮炊きや勾玉作り・土偶作りの

縄文体験も。どなたでも参加できますので、

どうぞお誘い合わせてお越しください。

猪風来美術館（新見市法曽陶芸館）

     春 の 縄 文野焼き 祭 り
　 開催のお知らせ

■問い合わせ先   猪風来美術館（新見市法曽陶芸館） ������

日時�������������������
　　　 （雨天の時は��日）

場所�猪風来美術館  前広場
　　　 （新見市法曽陶芸館）

第�

回
��

　道の駅「鯉が窪」近くの 圃  場 では、農耕を司る
ほ じょう

神様を祭る「さんばいさん」が行われた後、県重
要無形民俗文化財である、牛による代かきと太鼓
や歌に合わせて苗を植える「太鼓田植え」が披露
されるほか、ステージイベントや特産品の販売も
行われます。
　牧水二本松公園では、 野  点 やバザーなどを開催

の だて

します。
　また、湿生植物を見ることができる、春の鯉が
窪湿原の散策もお楽しみください。
　
■問い合わせ先
　第��回鯉が窪湿原まつり実行委員会事務局
 （哲西支局内）　������

���
�������

����������
�����������

�������
��������

������
��������������

�����������������
����������������������

��������������
����������������
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�
�
�
�
年
秋
、
小
学
校
の
運
動

会
で
の
こ
と
で
す
。
愛
育
会
リ
レ
ー

で
激
走
を
試
み
た
私
は
、
コ
ー
ナ
ー

で
見
事
に
転
倒
し
ま
し
た
。
滑
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
太
り
過
ぎ
で
、

足
が
縺
れ
た
の
で
す
。
当
時
、
体
重

は　

キ
ロ
、
腹
も
か
な
り
出
て
い
ま

��
し
た
。
恥
ず
か
し
さ
を
痛
感
し
、
そ

の
時
か
ら
絶
対
に
痩
せ
て
や
る
と
固

く
決
意
し
ま
し
た
。

　

数
か
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
、
翌

年
か
ら
早
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
、

半
年
も
す
る
と
み
る
み
る
痩
せ
て
い

き
ま
し
た
。
顔
は
引
き
締
ま
り
、
服

は
ワ
ン
サ
イ
ズ
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

会
っ
た
知
人
か
ら
は
「
あ
れ
っ
、
誰

か
と
思
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

な
か
に
は
「
以
外
に
か
っ
こ
え
え
ん

じ
ゃ
な
」
と
い
う
人
も
い
て
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
反
面
、「
そ
れ
ま
で

の
自
分
は
一
体
…
？
」
と
複
雑
な
気

も
し
ま
し
た
。

　

走
り
始
め
て
�
年
後
に
は
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
�
年
後
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
へ
の
参
加
を
考
え
て
い
た
矢
先
、

膝
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
月
�

回
の
通
院
に
加
え
走
れ
な
い
日
々
が

続
い
て
、
気
持
ち
が
萎
え
、
晩
酌
が

増
え
ま
し
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
�

年
後
に
は
、
ま
た
丸
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
当
然
リ
バ
ウ
ン
ド
。　

��

歳
を
過
ぎ
た
中
年
が
、
調
子
に
乗
っ

て
無
茶
を
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
、「
も
う
懲
り
た
」
と

は
一
度
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

前
向
き
に
考
え
、
治
療
し
た
甲
斐

も
あ
り
、
今
は
何
と
か
怪
我
を
克
服

し
、
今
年
か
ら
ま
た
早
朝
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
四
季
を

感
じ
な
が
ら
気
持
ち
良
い
汗
を
か
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、

第
�
に
健
康
の
た
め
、
第
�
に
自
分

の
理
想
と
す
る
体
型
で
中
年
な
り
の

お
洒
落
を
す
る
た
め
で
す
。
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��������	
� 山  口  吉 弘   さん�　哲西町矢田

やま ぐち よし ひろ

自営業

�
�
�
�
�
�
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�
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新
見
公
立
大
学 

看
護
学
部
４
年

  
衣  
笠 　
 
優 
美
   

さ
ん　

き
ぬ 

が
さ 

ゆ 

み

（
出
身

　

（
出
身 ‥‥

兵
庫
県
た
つ
の
市

兵
庫
県
た
つ
の
市
））
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通
���

 宮  原  大 輔   さん�

みや はら だい すけ

山口県岩国市（出身：千屋実）

医師

見
守
っ
て
く
れ

た
千
屋
の
大
自
然
と
地
域
の

人
々
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

千
屋
で
過
ご
し
た　

年
間
は
、
今
で
も

��

心
の
芯
と
な
っ
て
僕
を
支
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
た
ま
に
千
屋
牛
を
食
べ
た
く
な
り
、

郷
愁
に
か
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

歳
の
時
に
故
郷
の
千
屋
を
離
れ
て　

年
が

��

経
ち
ま
し
た
。

　

島
根
大
学
医
学
部
で
�
年
間
医
学
を
学
び
、
倉

敷
市
の
水
島
協
同
病
院
で
�
年
間
の
初
期
臨
床
研

修
を
終
え
、
�
年
前
か
ら
山
口
県
の
岩
国
医
療
セ

ン
タ
ー
で
小
児
科
医
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
仕

事
は
つ
ら
い
こ
と
も
た
ま
に
は
あ
り
ま
す
が
、
救

急
外
来
に
ぐ
っ
た
り
し
て
や
っ
て
き
た
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
な
っ
て
笑
顔
で
退
院
し
て
い
く
姿
や
、

自
分
で
呼
吸
も
で
き
な
い
く
ら
い
未
熟
に
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
成
長
し
て
い
く
姿
を
、
お

母
さ
ん
と
共
有
で
き
る
の
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

今
こ
う
し
て
元
気
に
働
け
る
の
も
、
健
康
な
体

に
生
み
育
て
て
く
れ
た
両
親
と
、
厳
し
く
優
し
く
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１８

本市は英語教育に力を入れています。
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　豊永赤馬にある岡山県指定天然記念物、満奇洞

の洞内LED化照明工事が終了し、オープニングセ

レモニーを行い、リニューアルオープンを祝いま

した。

　この日は、入洞が無料となり、魅力アップした

神秘的な世界を味わおうと、京都からの観光客を

はじめ、多くの入洞者で賑わいました。

��������	
���

�������／�

　まなび広場にいみ大ホールで、「スタインウェ

イ市民ピアノコンサート」を開催しました。

　このコンサートでは、現在まで多くのプロのピ

アニストに使用され愛されてきた、世界的な名器

“スタインウェイ製ピアノ”を体感してもらいました。

　すばらしい音響効果のあるホールで、参加者は

迫力ある音色を響かせ、来場者は華麗な演奏に聞

き入っていました。

���������	
�����

���������／�

　総合福祉センター�階大会議室で、地域子育て

支援講演会が開催され、「地域ぐるみの子育てに

ついて考える～今と昔なにが違う？～」と題して、

新見公立短期大学の 三  好  年  江 助教が講演されまし
み よし とし え

た。三好助教は、子どもや親を取り巻く環境の変

化や子育てするために必要なこと、子どもの育ち

に必要なことなどに触れ、地域ぐるみの子育ての

大切さを話されました。

��������	
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　まなび広場にいみ小ホールで、「第�回新見福

祉フォーラム」が開催され、約���人が来場しました。

　会場では、手話を使った合唱が披露され、来場

者も一緒に楽しみました。また、落語家桂
かつら

    福  点 さ
ふく てん

んが「大笑いゼーションでノーマライゼーション」

と題して講演を行い、笑いを誘いながら障がい者

への理解を呼びかけました。

��������	
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　総合福祉センター�階大会議室で、「里親制度

出前講座」が開催されました。

　里親制度は、さまざまな事情により家庭で生活

を送ることができない子どもの養育を支援する制

度です。

　参加者は、倉敷児童相談所の職員などから話を

聞き、家庭と生活できない子どものことや里親の

ことについて理解を深めました。

��������

��������	
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　まなび広場にいみ大ホールで、「新見公立大学・
新見公立短期大学　卒業証書・学位記授与式」が
開催されました。各学科の代表者に卒業証書が授
与されたほか、最優秀の学業成績を修めた�人に
「 赤  木  孜  一 賞」が贈られました。���名の卒業生た

あか ぎ し いち

ちは、共に励まし合ってきた友だちとの楽しい思
い出と、大学で学んだことを基礎にして頑張って
いこうという期待を胸に、新しい道へと巣立って
いきました。

������������	��
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　菅生小学校体育館で行われた式には、児童・教

職員・学校関係者・地域の人々・来賓など約���

人が出席しました。

　全校児童による木琴演奏が披露され、地域の

人々への感謝と新たな門出への期待を乗せた音色

は、出席者の涙を誘っていました。その後、小学校と

幼稚園に建てられた記念碑の除幕式を行いました。

　在校生は、�月から塩城小学校に通います。

�����������	
����

　まんさく運動公園で、「まんさく運動公園愛称

命名記念植樹会」と「高梁川流域連盟創設��周年

記念植樹」が開催されました。

　参加者は、 柴  田  光 政   さん（大佐小阪部）に指導
しば た みつ まさ

してもらいながら、市のシンボルの�つである

「アテツマンサク」を植樹しました。

　また、この日、公園入り口に設置された愛称看

板が披露されました。
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「
な
か
な
か
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
な
い
」、

「
流
産
を
繰
り
返
す
」、「
妊
娠
し
て
も
赤

ち
ゃ
ん
が
育
た
な
い
」
な
ど
、
思
い
悩

ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

日
本
で
は
、
夫
婦　

組
に
１
組
が
不

１０

妊
症
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
ご
く
身
近
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
育

症
で
悩
ん
で
い
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

不
妊
症
・
不
育
症
と
は

　

不
妊
症
と
は
、
妊
娠
を
希
望
し
、
�

年
間
性
生
活
を
行
っ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
妊
娠
し
な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。

  
不
育
症
と
は
、
妊
娠
し
て
も
、
流
産
や

死
産
、
早
期
新
生
児
死
亡
（
生
後
�
週

間
以
内
の
赤
ち
ゃ
ん
の
死
亡
）
を
繰
り

返
し
、
結
果
的
に
子
ど
も
を
持
て
な
い

こ
と
を
言
い
ま
す
。

な
ぜ
、
不
妊
症
や
不
育
症
が
増
え

て
い
る
の
？

　

結
婚
年
齢
の
上
昇
、
そ
れ
に
伴
う
妊

娠
や
出
産
年
齢
の
上
昇
が
影
響
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
す
る
確
率
は
女
性
の
年
齢
に
よ

り
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
一
般
に
、
女

性
が
最
も
妊
娠
し
や
す
い
年
齢
は　

歳
��

前
後
で
、　

歳
代
後
半
に
な
る
と
、
年

��

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
妊
娠
が
難
し
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
流
産

す
る
確
率
も
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
増

え
、　

歳
代
前
半
に
な
る
と　

％
と
言

��

��

わ
れ
て
い
ま
す
。

不
妊
症
・
不
育
症
の
原
因

　

女
性
側
だ
け
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
男
女
双
方
に
問
題
が

あ
る
場
合
や
男
性
の
み
に
原
因
が
あ
る

場
合
、
原
因
不
明
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
人
は
、
次
の
医
療
機
関

へ
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

診
断
や
治
療
が
で
き
る
医
療
機
関

（ 
県
指
定
医
療
機
関 
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。

�
�
�
�

岡
山
市

・
岡
南
産
婦
人
科
医
院

・
三
宅
医
院

・
岡
山
二
人
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
ペ
リ
ネ
イ
ト
母
と
子
の
病
院

・
名
越
産
婦
人
科

・
岡
山
大
学
病
院

・
岡
山
愛
育
ク
リ
ニ
ッ
ク

倉
敷
市

・
倉
敷
成
人
病
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
倉
敷
中
央
病
院

津
山
市

・
赤
堀
病
院

�
�
�
�

岡
山
市

・
岡
山
大
学
病
院

・
岡
山
二
人
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
名
越
産
婦
人
科

倉
敷
市

・
川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院

相
談
窓
口

　

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
 
「 
不
妊
・
不
育
と
こ
こ
ろ
の
相
談
室 
」

　

�
�
�
�－
�
�
�－

�
�
�
�

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

〜
不
妊
症
・
不
育
症
治
療
支
援
事
業
〜

　

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
少
し
で
も

不
妊
症
や
不
育
症
の
治
療
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
、
不
妊
症
・
不
育
症
治
療

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
不
妊
症
ま
た
は
不

育
症
と
診
断
さ
れ
て
子
ど
も
を
持
つ
こ

と
が
で
き
な
い
夫
婦
が
、
医
療
保
険
対

象
外
の
不
妊
・
不
育
治
療
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

補
助
金
の
対
象
者
や
補
助
金
額
、
補

助
回
数
、
申
請
書
類
な
ど
、
く
わ
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��

�
月
�
日
か
ら
対
象
者
を
拡
充

第
�
子
以
降
の
治
療
費
で
、
�

月
�
日
以
降
に
治
療
を
開
始
し

た
治
療
費
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　

�
�
�
�
�
�
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■問い合わせ先　市民課地域医療係�������

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


����

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所　������

��

��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について、当番の小児科医また
は看護師などが電話で相談に応じるとと
もに、受診などについて適切なアドバイ
スを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜日、日曜日、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子
　　　　　　どもおよびその保護者

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　勝山病院（内･外） ����������

真庭市　杉山医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������

庄原市　日伝医院 �����������

真庭市　近藤病院（内･外） ����������

真庭市　前原医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　金田病院（内・外） ����������

真庭市　中井医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　三上クリニック �����������

真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������

真庭市　高田医院（外） ����������

�月��日（火）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　瀬尾医院 �����������

真庭市　落合病院（内） ����������

真庭市　金田病院（外） ����������

真庭市　谷田医院（外） ����������

����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
��������

��������	
�

���������	
�

���������

平成��年�月�日～��日生��：��～��：��木�月��日

���������	


���������

平成��年�月�日～��月��日生��：��～��：��水�月��日

※会場は、保健福祉センター（金谷）です。  
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途
ご案内します。

���������	


���������

平成��年�月生��：��～��：��水�月�日

■問い合わせ先
　健康づくり課親子保健係　������

��������

���������

平成��年�月生��：��～��：��火�月��日

���������	


���������

平成��年��月生��：��～��：��水�月��日

���
��������

�：��～��：��
山 村 開 発 セ ン タ ー金�月��日

��：��～��：��

�：��～��：��新 見 商 工 会 議 所
金�月��日

��：��～��：��サ ン パ ー ク 新 見

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血
の経験がある人に限られます。

※本人確認ができる物を持参してください。

　民間の救急体制が拡充したこ

とや利用者の減少により、次の診

療所を�月から当分の間休診し

ます。

○休日歯科診療所
　（日曜日・祝日　�：��～��：��）

○準夜間診療所
　（平日　��：��～��：��）

　なお、休日診療所（内科・外科）について

は、従来どおり診察を行います。

���
����



�����������
�����������

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な

い
と
き
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

平
成　

年
�
月
か
ら
は
、
申

��

請
時
の
�
年
�
ヶ
月
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
の
免
除
申

請
が
で
き
ま
す
。

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
の

　

際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け

　

取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

　

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い

　

ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ

　

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事

　

務
所

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

�
�
�
�
�
�

　
　

歳
以
上
の
学
生
で
国
民
年

��
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
」
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

・
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

　

学
（
大
学
院
） 、
短
期
大
学
、

　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

　

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

　

校 
（
�
年
以
上
の
課
程
） 
な

　

ど
に
在
学
す
る　

歳
以
上
の

��

　

学
生
。

・
夜
間
、
定
時
制
課
程
や
通
信

　

制
課
程
の
学
生
。

■
申
請
場
所

　

市
民
課
国
保
年
金
係
、
各
支

　

局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ

　

び
年
金
事
務
所

※
前
年
度
に
特
例
の
承
認
を
受

　

け
、
引
き
続
き
同
じ
学
校
に

　

在
学
す
る
人
は
、
日
本
年
金

　

機
構
か
ら
届
い
た
申
請
書

 
（
ハ
ガ
キ
）
を
提
出
す
る
こ

　

と
で
申
請
が
済
み
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学

　

証
明
書
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

■
承
認
期
間

　

平
成　

年
�
月
〜
平
成　

年

��

��

　

�
月

※
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

　

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

　

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

　

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

　

れ
ま
せ
ん
。　

年
以
内
で
あ

��

　

れ
ば
、 「
追
納
制
度
」
を
利
用

　

し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

　

土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、

金
銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、

人
権
、
子
ど
も
の
非
行
、
人
権
、

登
記
な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困

り
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

　

す
。

■
日
時

　

�
月
�
日
�

　

受
付
時
間
は　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
新

　

見
支
部
会
議
室

■
担
当

　

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方

　

法
務
局

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

���
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



●開催日　随時（事前にお申し込みが必要です）

●時　間　��時～��時（変更可）

●場　所　猪風来美術館（新見市法曽陶芸館）
　　　　　陶芸体験創作学習館

●講　師　館長・猪風来　　陶芸指導員・村上原野

●参加費　（粘土1kg焼成費込み）
　　　　　Ａ／一般�����円　中学生以下�����円
　　　　　Ｂ／一般�����円　中学生以下�����円

※支会活動・体験学習など各種団体・サークル・グループ、
ご家族また個人でもどうぞご利用ください。

���������	
���������������
��������	�
���������������
��������	
����	����������

�����������（縄文野焼きコース）
自然に依拠した縄文時代の技と心を学び、縄文文様を
施したオブジェや土器・土面などを作ります。焼成は
春と秋の「縄文野焼き祭り」で行います。

��������（電気窯コース）
地元粘土を使い、釉薬を施した器やオブジェなどを
作ります。
約�か月に�度、電気窯で焼成します。

����
猪風来美術館 新見市

法曽陶芸館

������

猪風来美術館（新見市法曽陶芸館）  ������

����



�����������������������

　

ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

　

セ
ブ
島

・
自
然
体
験
事
業

　

ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
ジ
ー

○
対
象
者　

　

小
学
校
�
年
生
〜
高
校
�
年
生

○
日
程

　

�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

　

の
う
ち
�
日
〜　

日
間

��

○
参
加
費

　
　

万
�
千
円
〜　

万
�
千
円

��

��

○
そ
の
他

　

対
象
者
や
派
遣
日
程
、
参
加

　

費
、
申
込
期
限
な
ど
は
事
業

　

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会

　

�
�
�－

�
�
�
�－

�
�
�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.k
sk
k
.o
r.jp
/

　

釣
り
竿
が
電
線
に
触
れ
る
と
、

�����������

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
裁
判
所
新
見
支
部

　

庶
務
課 （
�
時　

分
〜　

時
）

��

��

　

�
�
�
�
�
�

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は

　

除
き
ま
す
。

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（
�
月
・
�
月
分
）

�
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　

�
月
�
日
�　

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

 
（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

�
�
�
�
�
�

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
は
、　

種
類
の
青
少

��

年
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。（
予
約
不
要
、
無
料
）

■
説
明
会
日
程

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

　

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

     （
岡
山
市
北
区
奉
還
町
）

■
派
遣
内
容

○
派
遣
先

・
相
互
交
流
事
業

　

サ
イ
パ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
生
活
体
験
、

　

英
語
研
修
事
業

　

イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

電
気
を
通
し
て
感
電
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
カ
ー
ボ

ン
製
の
釣
り
竿
で
は
、
電
線
に

近
づ
け
た
だ
け
で
感
電
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
魚
釣
り
は
電

線
の
な
い
所
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
株
式
会
社
岡
山
カ

　

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

�
�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�������������
�����������

�月��日�　��：��～　子ども映画会（哲西）

　　��日�　��：��～　こどもお楽しみ会（新見）

　　　　　　��：��～　こども映画会（新見）

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��
�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日

土金木水火月日

�������

����������

��������������

��������������

�����������

��������

■第��回こどもの読書週間　�月��日�～�月��日�
�「家族で読もうよ！」本の展示（新見）
�職員のおすすめ本（哲西）
�マガジンリサイクル（新見）　�月��日�、��日�
�バルーンアート（哲西）　�月��日���：��～、��：��～

�
��

������
����������������������
��������
����������	��
����

�����������	��
����

���������	
������

��������	
���������

��������	
�������

��������	
�

　【ご利用にあたって】

・各図書館のルールを守ってください。

・ 図書などを借りるときは、 各市町ごとの

　利用者カードが必要です。

・ カード発行の際に住所などの確認が必

　要となりますので、運転免許証、保険証、

　生徒手帳などをご持参ください。

・貸出図書などの種類や冊数 、貸出期間

　などは各図書館で異なりますので、利用

　する図書館におたずねください。

・借りた図書などは、必ず借りた図書館

　にお返しください。

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

新見市新見市�

高梁市高梁市�

井原市井原市�
矢掛町矢掛町�
笠岡市笠岡市�
里庄町里庄町�

早島町早島町�
倉敷市倉敷市�

浅口市浅口市�

新見市�

高梁市�

井原市�
矢掛町�
笠岡市�
里庄町�

早島町�
倉敷市�

浅口市�

総社市総社市�総社市�

利用可能なエリア�利用可能なエリア�



�����������������������

　

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

�����
新見市西方���番地（������）
開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日��／���～���、���

　
 
夢  
殿 　

昭
和　

年　

第
�
回
日
展

ゆ
め 
ど
の

��

会
期
▼
�
月
�
日
�
ま
で

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

〈企画展〉

て
い
る
。
冷
涼
な
風
が
吹
き
わ
た
り
、
透
明
感

を
増
し
た
故
郷
の
青
い
空
を
漂
う
、
懐
か
し
い

人
々
の
魂
。
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
方
々

の
魂
も
ま
た
…
。
時
に
は
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
呑

み
込
み
な
が
ら
、
大
い
な
る
自
然
は
ま
た
生
命

を
産
み
出
し
そ
の
懐
に
抱
い
て
い
く
。

　

作
品
「
海
〜
い
の
ち
の
鐘
が
な
る
」
は
生
命

の
愛
お
し
さ
と
生
死
を
超
え
た
魂
の
交
感
を
表

現
し
た
も
の
で
す
。

　

海
の
心
象
風
景
の
様
々
な
場
面
が
全
面
に
展

開
さ
れ
る
細
か
な
図
柄
を
、
�
年
か
け
て
綴
織

り
で
丹
念
に
織
り
込
ん
だ
作
品
。
羊
原
毛
の
草

木
染
・
手
紡
ぎ
・
手
織
作
品　

点
を
展
示
。
ど

��

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
「
も
う
す
ぐ
夏
至
の
朝
日
が
昇
る
。
太
陽
は

ち
ょ
う
ど
つ
り
が
ね
洞
の
洞
穴
の
穴
の
中
に
昇

っ
て
く
る
。
そ
れ
は
ま
る
で　

光
の
つ
り
鐘
だ
。

金
色
の
鐘
が
鳴
る
。
再
会
の
鐘
の
音
だ
。
光
の

鐘
が
鳴
る
た
び
に
誕
生
し
そ
し
て
旅
立
つ
。
」

前
作
「
海
・
い
の
ち
の
ゆ
り
か
ご
」
に
続
く
、

故
郷
の
海
に
ま
つ
わ
る
作
品
。

　

つ
り
が
ね
洞
は
北
部
三
陸
海
岸
に
あ
る
。
こ

の
大
岩
の
洞
穴
に
は
、
昔
天
井
か
ら
釣
鐘
型
の

岩
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
て
、
夫
婦
で
あ
の
世
に

行
く
時
に
は
、
こ
の
地
で
落
ち
合
い
、
こ
の
鐘

を
つ
い
て
か
ら
極
楽
浄
土
に
入
る
と
い
わ
れ
て

い
た
。
岩
の
鐘
は
、
明
治
の
三
陸
大
津
波
で
破

壊
さ
れ
今
は
な
い
。
ま
わ
り
を
岩
ツ
バ
メ
が
飛

び
交
い
、
岩
肌
に
ス
カ
シ
ユ
リ
が
可
憐
に
咲
い

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

�
�
�
�
�
��

会
期
▼
�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

�
���
���
���
��
�

さ 

と
う 

た
い 

せ
い

「
ウ
ニ
」　

×　

�

��

��

�
�
�
年
、
そ
し
て
平
成　

（
�
�
�
�
）
年

��

は
没
後　

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
区
切
り
の
年

��

を
迎
え
ま
す
。
生
誕
�
�
�
年
を
記
念
し
て
開

催
す
る
本
展
で
は
、
代
表
作
を
含
む
日
展
出
品

作
品
を
中
心
と
す
る
日
本
画　

点 
の
ほ
か
、
こ

��

の
た
び
修
復
を
終
え
た
作
品
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

も
展
示
し
、
太
清
芸
術
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
然
を
描
き
続
け
た
日
本
画
家
・
佐
藤
太
清

は
、
大
正
�
（
�
�
�
�
）
年
、
京
都
府
福
知

山
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
出
生
直
後
に
両
親
を

失
う
と
い
う
境
遇
に
遭
い
ま
す
が
、
故
郷
の
自

然
に
触
れ
、
そ
の
情
景
を
描
く
体
験
を
重
ね
、

絵
の
道
を
志
し
ま
す
。　

歳
で
上
京
し
、 

児  
玉 

こ 

だ
ま

��

 
希 
望
   

の
内
弟
子
と
し
て
日
本
画
の
修
業
を
始
め

き 

ぼ

う

ま
し
た
。 

　
　

年
の
研
鑽
を
経
て
、
新
文
展
に
《
か
す
み

��
網
》
で
初
入
選
。
そ
の
後
、
嵐
や
炎
な
ど
の
自

然
現
象
を
崇
高
の
視
点
で
描
き
、
昭
和　

（
�

��

�
�
�
）
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
太
清
の
代
名

詞
と
も
い
え
る
連
作
「
旅
シ
リ
ー
ズ
」
で
は
、

自
然
が
持
つ
美
し
さ
に
精
神
性
を
与
え
、
花
鳥

風
景
画
と
い
う
新
分
野
を
確
立
。
平
成
�
（
�

�
�
�
）
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
。
日
本
画

壇
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
、
戦
後
の
日
展
を

支
え
ま
し
た
。

　

平
成　

（
�
�
�
�
）
年
は
佐
藤
太
清
生
誕

��

������
��������	
�
��������	�
���
������

���������	
�����������

���������	
����
�����

��������	
�����������

���������	
��

・日　時　�月�日�　��時��分～��時��分

・場　所　新見美術館

・講　師　 佐  藤  雅  子 氏（詩人、佐藤太清の長女）
さ とう まさ こ

　　　　　 安  田  晴  美 氏（美術史家、福知山市佐藤
やす だ はる み

　　　　　　 太清記念美術館顧問、佐藤太清の孫）

・対　象　小学生

・定　員　��名程度（先着順）

・参加費　観覧料のみ

�

�
��
�
�
�
�
�
�
	


��

き
ら

※「宮沢賢治・詩と絵の宇宙」�月��日�まで開催



�������������
�����������

� ��� � ��� � ���

�
��
�

�
��
��
�
���から

����まで

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�哲多地域 
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�
狂犬病予防注射
��：��～��：�� 
�草間・土橋・豊永・足見・正田
�生活環境課環境保全係
　（�����）

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

����
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�菅生・熊谷
�生活環境課環境保全係
　（�����）

人権・行政・登記・法律相談
���：��～��：��
�おおさ総合センタ－
�大佐支局（�����）

��
岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

����
献血
��：��～��：��
���：��～��：��
�山村開発センター 
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

��

����
献血
��：��～��：��
�新見商工会議所
���：��～��：��
�サンパーク新見
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

��

�憲法記念日����

��
岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�神郷地域
�生活環境課環境保全係
　（�����）

人権・行政・登記・法律相談
��：��～��：��
�新郷市民センター
�神郷支局（�����）

�
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�大佐地域
�生活環境課環境保全係
　（�����）

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�新郷市民センター
�社会福祉協議会神郷支所
　（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�階図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所
　（�����）

第��回鯉が窪
湿原まつり
���：��～��：��
�きらめき広場・哲西周辺
�哲西支局（�����）



�����������������������

� ��� ���� ���� ����

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

���
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�金谷・新見・高尾・西方 
�生活環境課環境保全係
　（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

���������

�����
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�哲西地域
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�哲西地域
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

�
春の交通安全運動
（��日まで）

������
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�神郷地域・足立
�生活環境課環境保全係
　（�����）

人権 ・ 行政 ・登記・家庭児童・

母父子相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�大佐地域
�生活環境課環境保全係
　（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�千屋・坂本・上市・西方
�生活環境課環境保全係
　（�����）

��
平成��年度
新見市消防操法訓練大会
��：��～��：��
�哲多農村広場
�消防本部消防団係（�����）

����������
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�長屋・井倉・法曽・唐松・石蟹
�生活環境課環境保全係
　（�����）

��

�憲法記念日��������昭和の日����

�����
行政相談
��：��～��：�� 
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

�振替休日�こどもの日

大井野清流・石楠花まつり
���：��～��：��
�大佐源流公園野外ゾーン
�大佐支局（�����）

�みどりの日

三室峡シャクナゲ祭り
���：��～��：��
�三室総合案内所（神郷油野）
�神郷支局（�����）

���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

狂犬病予防注射
��：��～��：��
�哲多地域
�生活環境課環境保全係
　（�����）

人権・行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.���

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（－��世帯）

　（平成��年�月末日現在）

�������

■固定資産税・都市計画税１期
　（納期限：�月��日）
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ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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